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　６月29日から７月８日までの10日間、東海村一般訪問団（団長･村上邦男さん）12人がアイダホフォー
ルズ市を訪問しました。震災後、初めての派遣となった今回の訪問では、毎回行っている記念品の授
受だけでなく、東海村からは震災時の援助に対する感謝状の贈呈も行いました。また、30周年を記念
して整備された日本庭園「フレンドシップガーデン」の竣

しゅんこう

工式に列席し、テープカットを行いました。

東海村一般訪問団がアイダホフォールズ市を
訪問しました！

６月29日 出発

６月30日 ホームステイ７月 １日

７月２日

市長･市議会表敬訪
問、アイダホ博物
館見学、フレンド
シップガーデン竣
工式、歓迎会

７月３日 イエローストーン国
立公園見学

７月４日 独立記念日パレー
ド参加、花火観賞

７月５日 アクティビティ、飛
行機体験搭乗など

７月６日 送別会

７月７日
～８日 帰国

東海村一般訪問団 ▼ ▼ ▼ アイダホフォールズ市

問い合わせ▼まちづくり国際化推進課（☎282-1711 内線1342）

アイダホフォールズ市

姉妹都市･アイダホフォールズ市との

交流事業を紹介します！

雄大な自然のイエローストーン国立
公園

独立記念日パレード

交流が深まった歓迎会フレンドシップガーデン竣工式

フレンドシップガーデンとは…

木
こ は だ ぶ

皮葺き屋根の門のほか、小規模な
がら、石垣･滝･水路･飛び石･木道･
石畳･散策路等が整備されています。

　フレンドシップガーデンは、ア
イダホフォールズ市街地の中心
に位置するスポーツマンズ公園
の一画に造られた日本式庭園で、
東海村との姉妹都市盟約締結30
周年記念事業の一環として、延
べ70人のボランティアが1,000
時間をかけて造園したものです。
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　７月27日から８月６日までの11日間、アイダホフォールズ市から学生訪問団が来村しました。学生
訪問団は13歳から18歳までの学生11人と引率者２人で、村内や近隣市内の家庭にホームステイをしな
がら、さまざまな交流活動を行いました。

アイダホフォールズ市学生訪問団が東海村を
訪問しました！

　東海村は、昭和56年にアメリカ合衆国アイダホ州アイダホフォールズ市と国際親善姉妹都
市の盟約を締結し、現在までに延べ約850人が相互に親善訪問や学生のホームステイを実施す
るなど、30年以上にわたり交流を深めてきました。昨年は、姉妹都市盟約締結30周年記念の
年であり、さまざまな記念行事が予定されていましたが、東日本大震災のため延期となりまし
た。今年は、村の一般訪問団がアイダホフォールズ市を訪問し、アイダホフォールズ市からは
学生訪問団が村を訪問しました。
　震災後初めての訪問でしたが、震災という困難に直面し、相手に支えられ、また支えたことで、
両市村の絆がより強くなったと実感できました。今後も姉妹都市交流がいっそう深まることが期待
されます。

７月27日 東海村到着

７月28日 歓迎会

７月29日 ファミリーデイ

７月30日

村長･村議会表敬訪
問、村内見学（村松山
虚空蔵堂、村松大神
宮、原子力科学館等）

７月31日 県内見学（カシマサッ
カースタジアム等）

８月１日 遊園地（東京）

８月２日 そば打ち体験ほか

８月３日 東海南中学校、東
海中学校訪問

８月４日 ファミリーデイ

８月５日 送別会

８月６日 見送り式（成田出発）

歓迎会でよさこいソーランを披露
（訪問団の皆さんも一緒に踊りました）

村松山虚空蔵堂での記念撮影

東海中学校で弓道体験

そば打ち体験

東海南中学校での記念撮影 村長を表敬訪問

村議会を表敬訪問

東海村 ▼▼▼ アイダホフォールズ市学生訪問団

村の特産品･サツマイモとアイ
ダ

ホフォールズ市の特産品･ジャ
ガ

イモのイメージキャラクター

さくらちゃんとアイポくん
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【主催者側参加者】
各自治会長／東海村自治会連合会事務局長
／村長／副村長／教育長／理事／総務部長
／総合政策部長／福祉部長／経済環境部長
／建設水道部長／教育次長／議会事務局長

平
成
24
年
度 

村
政
懇
談
会

■
期　
　

日	

７
月
11
日

■
場　
　

所	

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

１
０
７
人（
真
崎
区
、
舟
石
川

３
区
、
原
子
力
機
構
荒
谷
台
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

佐
藤
房
明
さ
ん（
舟
石
川
３
区

自
治
会
長
）

真
崎
地
区
▼
▼

　

村
長
を
は
じ
め
と
す
る
村
執
行
部
と
住
民

（
参
加
総
数
５
６
２
人
）と
で
行
わ
れ
た
村
政

懇
談
会
―
―
本
号
で
は
、
自
由
質
問
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
一

部
の
み
の
紹
介
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
村
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
自
治
推
進
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
▼
よ
り
よ
い
東
海
村
に

　
　
　
　
　

す
る
た
め
に
▼
▼

■
期　
　

日	
７
月
12
日

■
場　
　

所	
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

１
０
９
人（
押
延
区
、
須
和
間
区
、

舟
石
川
中
丸
区
、
原
子
力
機
構
長
堀
区
、
緑
ヶ

丘
区
、南
台
区
、フ
ロ
ー
レ
ス
タ
須
和
間
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

髙
橋
靖
之
さ
ん（
南
台
区
自
治

会
長
）

中
丸
地
区
▼
▼

■
期　
　

日	

７
月
13
日

■
場　
　

所	

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

68
人（
外
宿
１
区
、
外
宿
２
区
、

内
宿
１
区
、
内
宿
２
区
、
竹
瓦
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

田
中
克
朋
さ
ん（
内
宿
１
区
自

治
会
長
）

石
神
地
区
▼
▼

■
期　
　

日	

７
月
18
日

■
場　
　

所	

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

１
０
４
人（
宿
区
、
照
沼
区
、

川
根
区
、
原
子
力
機
構
箕
輪
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

箭
内
千
里
さ
ん（
原
子
力
機
構

箕
輪
区
自
治
会
長
）

村
松
地
区
▼
▼

■
期　
　

日	

７
月
19
日

■
場　
　

所	

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

94
人（
船
場
区
、
舟
石
川
１
区
、

舟
石
川
２
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

川
戸
克
さ
ん（
舟
石
川
２
区
自

治
会
長
）

舟
石
川･

船
場
地
区
▼
▼

■
期　
　

日	

７
月
20
日

■
場　
　

所	

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
参
加
住
民	

80
人（
白
方
区
、
豊
岡
区
、
岡

区
、
百
塚
区
、
亀
下
区
、
原
子
力
機
構
百
塚

区
、
豊
白
区
、
村
松
北
区
ほ
か
）

■
司
会
進
行	

亀
谷
隆
一
さ
ん（
豊
白
区
自
治

会
長
）

白
方
地
区
▼
▼

■
問
い
合
わ
せ 

自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
２
７
２
）
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原
子
力
政
策

【
懇
談
内
容
】

　

議
論
の
在
り
方

白
方
区
住
民
▼
東
海
第
二
発
電
所
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

対
話
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
議
会
で
も

十
分
な
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

村
長
▼
東
海
村
は
原
子
力
発
電
所
の
問
題
に
つ
い
て
意

見
を
表
明
し
に
く
い
空
気
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
村
長
と

し
て
、
原
子
力
発
電
所
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
し
、
そ
れ

に
対
す
る
反
応
や
反
論
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
公
式
に
対
話
の
場
を
設
け
る
に
は
ま
だ
時

期
が
早
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
当
然
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
批
判
に
答
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

再
稼
動
問
題

竹
瓦
区
住
民
▼
県
央･

県
北
地
域
に
は
原
子
力
関
係
施

設
が
集
ま
り
、
多
く
の
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
発
電
所

が
動
か
な
い
、
造
ら
な
い
と
な
る
と
仕
事
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

村
長
▼
原
子
力
発
電
所
を
止
め
る
こ
と
で
全
て
が
一
遍

に
変
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
安
全

管
理
や
廃
炉
作
業
、
福
島
の
事
故
の
処
理
も
あ
り
ま
す
。

働
い
て
い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
館
業
な
ど
、
地
域

へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
対
策
を
考
え
る
よ
う
国
に
伝
え
て

い
ま
す
。
各
地
の
原
子
力
発
電
所
の
状
況
か
ら
、
ど
こ

に
お
い
て
も
働
く
方
へ
の
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
ふ
る
さ
と
を
失
う
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
そ
の
思
い
か
ら
廃
炉
を

提
言
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
今
後
日
本
で
原
子
力

発
電
所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

は
ま
ず
不
可
能
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
は
覚
悟
し
て
、
そ
の
中
で

ど
う
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

照
沼
区
住
民
ほ
か
▼「
脱
原
発
」は
ど
の
よ
う
な
立
場
で

発
言
し
て
い
る
も
の
で
す
か
。

村
長
▼
こ
れ
は
私
個
人
の
意
見
で
す
。
再
稼
動
問
題
が

具
体
的
に
な
れ
ば
、
正
式
な
手
続
き
を
取
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
は
、
福
島
で
の
事
故
の
状
況
や
そ
の
後
の
国
の
対

応
、
東
日
本
大
震
災
時
の
東
海
村
の
状
況
を
考
え
た
上

で
、
国
に
対
し
て
意
見
を
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
「
意
見･

問
題
提
起
」の
提
出
に
つ
い
て

白
方
区
住
民
▼
４
月
４
日
の
枝
野
経
済
産
業
大
臣
と
の

意
見
交
換
は
、
な
ぜ
議
会
と
調
整
を
せ
ず
に
行
っ
た
の

で
す
か
。
議
会
と
の
協
議
を
踏
ま
え
て
か
ら
で
も
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長
▼
こ
の
件
は
、村
と
し
て
の
意
思
決
定
で
は
な
く
、

東
海
村
に
も
福
島
と
同
様
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
り
、

福
島
と
同
様
の
事
故
が
起
こ
り
得
る
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
個
人
的
な
意
見
と
し
て
話
を
し
ま
し
た
。
発
言

の
手
続
き
に
間
違
い
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
、
こ
の
発
言
に
問
題
が
あ
れ
ば
議
会
か
ら
説
明
要
請

が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会

舟
石
川
地
区
住
民
▼
福
島
で
の
事
故
後
に
、
東
海
村
の

原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
委
員
の

選
定
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

村
長
▼
原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

後
に
設
置
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
原
子
力
関
係
に
携
わ
っ

て
き
た
実
務
経
験
者
や
学
識
経
験
者
の
ほ
か
、
地
域
の

方
を
公
募
し
て
選
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
確
な
選
定

基
準
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は
、
村
民
と
い

う
立
場
で
考
え
て
い
ま
す
。
決
し
て
、
推
進
サ
イ
ド
で

結
論
を
出
す
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
批
判
も

あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
中
立
的
な
観
点

で
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

白
方
区
住
民
▼
要
望
で
す
。
議
員
に
廃
炉
に
つ
い
て
個

人
的
に
質
問
状
を
出
し
ま
し
た
が
、
回
答
が
な
く
、
村

民
と
会
話
を
す
る
態
度
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

原
電（
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
）に
も
質
問
状
を
出

し
ま
し
た
が
、
事
故
の
対
応
や
周
辺
住
民
の
避
難
は
自

治
体
に
丸
投
げ
、
賠
償
も
国
任
せ
と
極
め
て
無
責
任
な

回
答
で
し
た
。
村
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
き
ち

ん
と
し
た
指
導
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

懇
談
会
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
村
長
は
、
４
月
４
日
に
国

（
枝
野
経
済
産
業
大
臣
）に
対

し
て
行
っ
た
、
東
海
第
二
発

電
所
の
停
止･

廃
炉
等
７
つ

の
項
目
を
提
言
し
た「
意
見･
問
題
提
起
」に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

自
由
質
問
で
は
、
各
地
区
で
原
子
力
政
策
へ
の
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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【
懇
談
内
容
】

　
「
自
主
防
災
組
織
」「
災
援
プ
ラ
ン
」

押
延
区
住
民
▼「
自
主
防
災
組
織
」や「
災
援（
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
）プ
ラ
ン
」の
計
画
は
、
自
助･
共
助

の
意
識
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
の
か
、
以
前
の
よ
う
に
地

域
の
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
決
め
る
こ
と
は
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
つ
の
組
織
づ
く
り
を
同
時

に
求
め
ら
れ
て
も
、
対
応
し
き
れ
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
行
政
が
互
い
に
連
携･

調
整
し
、
で
き
れ
ば
一
本

化
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長
▼「
自
主
防
災
組
織
」や「
災
援
プ
ラ
ン
」は
、

各
自
治
会
単
位
で
、
地
域
に
合
っ
た
形
で
の
立
ち
上
げ

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
災
援
プ
ラ
ン
」

は
、
災
害
時
に
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を
ど
の
組
織
で

行
っ
て
い
く
か
を
決
め
る
も
の
で
す
が
、
２
つ
の
組
織

は
別
々
で
は
な
く
、
で
き
れ
ば「
自
主
防
災
組
織
」の
中

で
要
援
護
者
の
避
難
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
形
が
理

想
で
す
。
た
だ
、
地
域
の
実
情
や
高
齢
化
の
問
題
等
か

ら
、
地
域
の
特
色
に
合
っ
た
方
法
で
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
へ
の
対
応

真
崎
区
住
民
▼
原
子
力
災
害
は
地
震
の
震
度
の
よ
う
に

明
解
で
は
な
く
、
難
し
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
分
か
り

ま
せ
ん
。
村
と
し
て
、
簡
単
な
表
現
で
情
報
を
提
供
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
東
海
村
だ
か
ら
こ
そ
、
専
門

家
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

村
長
▼
福
島
の
事
故
の
対
応
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

政
府
の
報
道
を
待
っ
て
い
て
は
、
村
の
対
応
は
常
に
遅

れ
て
し
ま
い
ま
す
。東
海
村
は
非
常
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

原
子
力
機
構
や
日
立
製
作
所
の
О
Ｂ
の
方
々
な
ど
、
専

門
家
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
力
を
お

借
り
し
、
状
況
を
予
想
し
て
、
素
早
く
対
応
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
時
の
対
応

白
方
区
住
民
▼
震
災
時
、
冷
温
停
止
状
態
に
な
る
ま
で

に
、
村
に
24
回
ほ
ど
通
報･

連
絡
が
あ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
村
民
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
環
境
部
長
▼
東
海
第
二
発
電
所
か
ら
の
情
報
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
入
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
行
政
内
で
判
断

し
た
上
で
、
生
活
に
関
係
す

る
こ
と
を
中
心
に
放
送
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
福
島
で
の

事
故
の
報
道
で
不
安
に
な
っ

て
い
る
中
で
、
原
子
力
に
関

す
る
情
報
が
非
常
に
少
な

か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想（
仮
称
）」

　

原
子
力
に
関
す
る
サ
イ
エ
ン
ス
と
人
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、世
界
に
貢
献
す
る「
21
世
紀
の
新
た
な“
Ｃ
О
Ｅ（C

enter	
O
f	Excellence

）”」と
な
る
こ
と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ

の
よ
う
な
原
子
力
と
、
地
域
社

会
と
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る「
原
子
力
セ
ン
タ
ー

構
想（
仮
称
）」の
理
念
と
視
点
に

つ
い
て
理
事
が
説
明
し
ま
し
た
。

【
懇
談
内
容
】

　

今
後
の
進
め
方

原
子
力
機
構
箕
輪
区
住
民
▼
構
想
は
、
村
が
策
定
し
、

関
係
機
関
と
連
携
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
村
は
ど
の

よ
う
な
働
き
掛
け
を
し
て
い
く
の
で
す
か
。

理
事
▼
市
町
村
で
こ
の
よ
う
な
構
想
を
作
る
の
は
珍
し

い
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
今
ま
で
は
国
で
策
定

し
た
も
の
に
対
し
、
地
方
が
受
け
入
れ
を
判
断
す
る
と

い
う
流
れ
で
し
た
。「
地
域
主
権
」と
い
わ
れ
る
今
、
例

え
ば
、
国
が
科
学
技
術
一
般
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
拠
点
と

し
た
つ
く
ば
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
研
究
機
関
と

県
や
市
が
横
の
連
携
を
取
り
、
い
か
に
し
て
研
究
成
果

を
活
か
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
海
村
も
そ
の
よ
う

に
議
論
す
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
構
想
は
、

村
だ
け
で
な
く
、
県
や
原
子
力
機
構
の
方
な
ど
が
入
っ

て
議
論
し
、
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
働
き
掛
け
と
し

て
は
、
国
の
方
な
ど
と
も
す
で
に
推
進
の
議
論
を
し
て

い
ま
す
。
国
が
や
る
こ
と
と
も
重
な
る
部
分
は
多
く
、

地
域
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

災
害
へ
の
対
応

　

東
日
本
大
震
災
の
復
旧･

復
興
を
計
画
的
に
進
め
る

た
め
に
策
定
し
た「
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
や
、
今
後

取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
を

政
策
推
進
課
長
が
説
明
し
ま

し
た
。
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そ
の
他

　

住
民
主
体
の
自
治

白
方
区
住
民
▼
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
よ
り「
住
民

自
治
」「
住
民
主
体
」が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域

か
ら
す
る
と
行
政
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
押
し
付
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
自
治
会
連
合
会
を
含

め
、
本
来
の
組
織
の
在
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
に
自
主
性
を
持
た
せ
る
な

ら
当
然
予
算
が
伴
い
ま
す
。
し
か
し
、
予
算
に
つ
い
て

具
体
的
に
ど
こ
の
課
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
、
窓
口

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
相
談
で
き
ま
せ
ん
。
行

政
依
存
型
の
政
策
を
な
く
す
た
め
に
は
自
治
会
と
行
政

が
、
相
談
し
て
経
費
の
使
い
方
を
考
え
な
け
れ
ば
、「
住

民
主
体
」は
建
前
だ
け
で
、具
体
性
が
な
い
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

村
長
▼
ま
さ
に
核
心
を
突
い
た
質
問
で
す
。
こ
の
よ
う

に
問
題
を
指
摘
さ
れ
、
問
題
点
が
見
え
て
く
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
に
、
問
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
で
き
る
か
検
討
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
在
り

方
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
点
、
行
政
と
し
て

対
応
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
大
変
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す
。
自
治
会
、
自
治
会
連
合
会
と
役
場
の
関
係
は
ま

だ
ま
だ
理
想
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
自
治
推
進
課
が
窓
口
と
な
っ

て
解
決
し
て
い
く
役
割
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
解
消
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
動
す
る
中
で
、
問

題
が
提
起
さ
れ
た
ら
議
論
し
、
解
決
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
が
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
住

民
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
べ

き
こ
と
な
の
か
、
そ
の
点
は
行
政
側
の

意
識
改
革
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
懇
談
内
容
】

　

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

内
宿
２
区
住
民
ほ
か
▼
滋
賀
県
大
津
市
の
い
じ
め
に
よ

る
自
殺
の
問
題
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。村
で
も
、

他
山
の
石
と
し
て
肝
に
銘
じ
て
お
く
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、村
で
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
▼
い
じ
め
は
、「
ど
の
学
校
で
も
、
ど
の
子
で

も
起
こ
り
得
る
」と
い
う
前
提
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く
り
、
い
じ
め
の
兆
候
が

あ
っ
た
ら
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
成
長
過
程
に
お
い
て
他
の
子
と
の
ぶ
つ
か
り
合
い

は
当
然
あ
り
ま
す
。
お
互
い
が
良
い
関
係
を
ど
の
よ
う

に
し
て
つ
く
っ
て
い
く
か

は
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出

て
行
く
上
で
大
事
な
こ
と

な
の
で
、
問
題
の
兆
し
が

見
え
た
ら
学
び
合
え
る
場

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
調
査
は
最
低

各
学
期
に
１
回
行
っ
て
お

り
、
今
年
も
６
月
に
調
査

し
て
い
ま
す
。
あ
る
小
学

校
で
は「
い
じ
め
ゼ
ロ
」と
い
う
報
告
が
上
が
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
と
、
子
ど
も
が

回
答
し
や
す
い
よ
う
に
具
体
例
を
示
し
な
が
ら
再
調
査

す
る
こ
と
で
、
実
態
把
握
に
努
め
ま
し
た
。
今
後
も
い

じ
め
に
対
し
て
は
、
丁
寧
に
、
素
早
く
対
応
で
き
る
体

制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
の
在
り
方

外
宿
２
区
住
民
▼
議
会
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
が
、
魅
力

を
感
じ
ま
せ
ん
。
議
会
後
の
報
告
も
な
く
、
住
民
と
の

距
離
を
縮
め
る
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
１

月
の
選
挙
で
投
票
率
が
低
か
っ
た
の
も
、
住
民
と
の
距

離
が
開
い
て
い
る
の
が
一
因
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

議
会
事
務
局
長
▼
３
月
の
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て

も「
開
か
れ
た
議
会
に
し
て
い
こ
う
」と
議
論
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
の
ま
ま
で
よ
い
と
考
え
て
い
る
議
員

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
意
見
は
持
ち
帰
り
、
議
会
に

報
告
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
シ
ー
オ
ー（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
）か
ら
の
住
民
説
明

舟
石
川
１
区
住
民
▼
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
ご
み
焼
却
炉
を
造
る
と

い
う
こ
と
で
６
月
に
住
民
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

住
民
に
説
明
し
た
内
容
と
報
道
関
係（
新
聞
社
等
）に
説

明
し
た
内
容
で
は
、
ご
み
の
焼
却
量
に
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
行
政
も
住
民
も
Ｊ
Ｃ
Ｏ
に
愚ぐ

ろ
う弄

さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村
に
事
業
計
画
書
が
提
出
さ

れ
た
と
き
は
、
き
ち
ん
と
書
面
を
読
み
、
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
長
▼
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
年
３
月
に
新
年
度
の
設
備
計

画
が
提
出
さ
れ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の

検
討
が
不
十
分
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
住

民
の
方
か
ら
、
臨
界
事
故
を
起
こ
し
た
第
３
管
理
棟
で

可
燃
物
を
焼
却
処
理
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
住
民

の
安
全
を
守
る
と
言
い
な
が
ら
、
確
認
が
不
十
分
だ
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
第
３
管
理
棟
で
の
焼
却
は
実

施
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
敷
地
内
で
は
行
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
数
量
や
数
値
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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多
く
の
人
が
苦
し
ん
だ
原
爆
―
―
被
爆

し
た
人
は
原
爆
ド
ー
ム
を
見
て
、
記
憶
が

よ
み
が
え
っ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

本
当
は
忘
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
に
違
い

　

式
典
中
に
会
場
で
デ
モ
が
起
き
て
い
ま
し

た
。
年
に
１
度
し
か
な
い“
平
和
”に
つ
い
て
考

え
る
貴
重
な
場
で
デ
モ
が
起
き
て
し
ま
う
の
は

非
常
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。
式
典
の
日
は
日
本

全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
初
め
て
式
典
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
式
典
を
行
う
こ
と
で
、
平
和

の
実
現
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た（
東
海
南

中
学
校
／
阿
部
祥
也
）。

　

私
が
一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
女
学
生
が
戦

火
の
中
で
残
し
た
爪
と
皮
で
す
。
見
て
い
る
だ
け

で
ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
は
、

熱
い
中
で
一
生
懸
命
に
生
き
よ
う
と
し
た
こ
と
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
が
込
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。
現
実
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
は
と
て
も
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
よ
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た（
舟
石
川
小
学
校
／
鈴
木
陽
香
）。

　

広
島
に
行
く
前
は
、
き
っ
と
重
々
し
い
雰
囲

気
な
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
は
、
世
界
中
か
ら
色
と
り
ど
り
の
千
羽
鶴
が

さ
さ
げ
ら
れ
、
平
和
な
未
来
へ
前
進
し
て
い
こ

う
と
い
う
強
い
思
い
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。「
平
和
」の
た
め
に
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
教
わ
っ
て
き
た
こ
と

ば
か
り
で
す
。
思
い
や
り
を
も
つ
こ
と
、
違
い

を
認
め
合
う
こ
と
、
よ
く
話
し
合
う
こ
と
、
そ

し
て
協
力
し
合
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た（
石

神
小
学
校
／
千
葉
み
な
美
）。

　

僕
が
最
も
驚
い
た
の
は
、
被
爆
に
よ
っ
て
舌

が
変
形
し
て
し
ま
っ
た
人
の
写
真
で
す
。
も
し

自
分
の
舌
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
。
僕
だ
っ
た
ら
と
て
も
悲
し
ん

だ
で
し
ょ
う
。
原
爆
は
、
大
勢
の
人
を
悲
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
の

だ
ろ
う
、
命
は
ど
う
で
も
い
い
も
の
な
の
だ
ろ

う
か
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た（
白
方

小
学
校
／
品
川
達
哉
）。

原
爆
ド
ー
ム

灯
籠
流
し

　

式
典
で
ま
ず
感
じ
た
の
は
人
の
多
さ
で
す
。

遺
族
の
方
々
や
政
治
家
、
外
国
の
方
々
も
参
列

し
て
い
て
、
平
和
へ
の
意
識
の
高
さ
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。原
爆
投
下
の
瞬
間
、

た
っ
た
一
つ
の
爆
弾
で
人
々
の
暮
ら
し
や
営
み

が
奪
わ
れ
た
と
思
う
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

犠
牲
者
の
た
め
に
も
、
平
和
な
社
会
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た（
東
海
中
学

校
／
橋
本
修
太
朗
）。

平
和
記
念
式
典

平
和
記
念
資
料
館

原
爆
の
子
の
像

　

灯
籠
に
自
分
の
思
い
を
書
い
て
、
元
安
川
に

流
し
ま
し
た
。
す
れ
違
う
人
の
中
に
は
外
国
人

も
多
く
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
国
旗
と
金
の
折

り
鶴
が
付
け
ら
れ
た
灯
籠
が
印
象
的
で
し
た
。

私
は「
原
爆
を
な
く
す
た
め
に
は
僕
達
が
変
わ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
書
き
ま
し
た
。
私

た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
ら
平
和
な
世
界
に
変

え
、
戦
争
や
原
爆
を
な
く
し
た
い
で
す（
照
沼

小
学
校
／
安

藤
沙
雪
）。

学
習
座
談
会

　

原
爆
を
経
験
し
た
箕み

の
ま
き牧

智
之
さ
ん
は
、
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
瞬
間
、
雷
か
と

思
っ
た
そ
う
で
す
。被
爆
し
て
、毎
日
苦
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
し
た
注
射
で

何
と
か
治
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
智
之
さ
ん
は
、

も
し
、
日
本
に
原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
ら
、
日
本
は
ま
だ
戦
争
を
続
け
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
核
兵

器
を
な
く
し
、
世
界
が
平
和
に
な
る
こ
と
を
祈

り
続
け
て
い
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し

た（
村
松
小
学
校
／
楯
康
正
）。

　

学
習
座
談
会
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
原
爆
の
被
害
の
大

き
さ
で
す
。
智
之
さ
ん
は
当
時
３
歳
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
鮮
明
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
の
皮
膚
が
た
だ
れ
て

い
た
こ
と
、
目
が
飛
び
出
て
い
る
人
が
い
た
こ

と
、
髪
や
服
は
ほ
と
ん
ど
が
焼
け
て
し
ま
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
話
は
教
科
書
や
本
で
読

む
よ
り
も
残
酷
で
生
々
し
く
、
恐
ろ
し
い
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。
２
つ
目
は
戦
争
の
愚
か
さ
で

す
。当
時
の
日
本
は「
日
本
が
世
界
を
支
配
す
る
」

と
い
う
夢
の
た
め
に
数
多
く
の
命
を
犠
牲
に
し

て
い
た
こ
と
を
知
り
、
驚
く
と
同
時
に
怒
り
を

覚
え
ま
し
た（
東
海
中
学
校
／
小
高
真
奈
）。

　

８
月
５
日
～
７
日
、
東
海
村
小･

中
学
校
平
和
大
使

と
し
て
10
人
の
児
童･
生
徒
が
広
島
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
広
島
原
爆
の
日
に
行
わ
れ
る
平
和
記
念
式
典
へ
の

参
加
を
は
じ
め
、
被
爆
経
験
者
と
の
座
談
会
や
平
和
記

念
資
料
館
の
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

感
じ
て
き
た
こ
と
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介
し
ま
す
。

東
海
村
小･

中
学
校

平
和
大
使
が
広
島
へ

　

原
爆
の
子
の
像
に
は
た
く
さ
ん
の
折
り
鶴
が

献
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
平
和
」「
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」

と
い
う
文
字
も
見
ら
れ
、
世
界
中
の
人
々
が

心
か
ら
平
和
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
日
本
人
も
外
国
人
も
、
平
和
を
願
い
な
が

ら
鶴
を
折
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
東
海
村
の
小

中
学
生
も
学
校
で
た
く
さ
ん
の
鶴
を
折
り
ま
し

た
。
み
ん
な
の
心
を
乗
せ
た
折
り
鶴
を
献
納
す

る
と
い
う
責
任
を
果
た
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
原
爆
の
子
の
像
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、
子
ど
も
で

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
像
は
日
本
に
と
っ
て
も
世
界
に
と
っ
て

も
大
切
な
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
こ
の
像
を
は
じ
め

広
島
の
建
造
物
か
ら
は
戦
争
の
悲
惨
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
戦
争
体
験
者
や
被
爆
体
験
者

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
、
こ
の
先
も
ず
っ
と

大
切
に
残
し
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い

ま
し
た（
東
海
南
中
学
校
／
橋
本
花
恵
）。

あ
り
ま
せ
ん
。

被
爆
者
が
つ

ら
く
て
悲
し

い
毎
日
を
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
胸
が
痛

み
ま
し
た（
中
丸
小
学
校
／
竹
中
望
愛
）。

原爆の子の像の前にて
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夏
休
み
の
思
い
出

　

村
で
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
学
校
の
授
業
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
地
域
施
設
や
地
域
団
体（
登
録

団
体
）等
と
連
携
し
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
参
加
や
職
業
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん

だ「
エ
ン
ジ
ョ
イ･

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」を
実
施
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
様
子
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

は
し
ご
車
の
高
さ
を
体
験
。

「
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
」と
の
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

ほ
ど
け
な
い
ロ
ー
プ
の
縛
り
方

に
挑
戦
。
実
際
に
縛
っ
て
救
助

体
験
も
し
ま
し
た
。

８
月
１
日 

晴
れ

　
東
海
消
防
署
で
、
応
急
手
当
て
の
仕
方

や
消
防
機
器
の
取
り
扱
い
、
救
助
体
験
な

ど
消
防
士
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

一
日
消
防
士
入
署
体
験

親子で夏野菜収穫
＆クッキング

採
れ
た
て
の
野
菜
で
夏
野

菜
カ
レ
ー
や
サ
ラ
ダ
を
作

り
ま
し
た
。
盛
り
付
け
も

上
手
に
で
き
ま
し
た
！

「
野
菜
を
切
っ
た
の
が
楽

し
か
っ
た
」と
の
感
想
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

８
月
７
日 

晴
れ

　「
と
う
か
い
安
全
安
心
農
産
物
認
証
制

度
」認
証
農
家
の
有
機
野
菜
を
収
穫
し
、

そ
の
野
菜
を
使
っ
て
料
理
を
し
ま
し
た
。

探そう！
水辺の生き物たち

川
島
省
二
さ
ん（
茨
城
県

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）の

指
導
の
下
、
水
質
検
査
中

８
月
９
日 

晴
れ

　
新
川
の
上
流
、
中
流
、
下
流
を
散
策
し

水
辺
に
す
む
魚
や
虫
な
ど
採
集
し
て
観
察

し
た
り
、
水
質
を
調
査
し
た
り
し
ま
し
た
。

採
集
し
た
生
き
物
に
触
れ
な

が
ら
観
察
。廣
瀬
誠
さ
ん（
茨

城
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

の
解
説
に
み
ん
な
興
味
津
々
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い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
い
ま
す
か
？

～
自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
に
実
行
し
て
お
き
た
い
最
低
限
の
こ
と
～

家
族
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
▼
日
頃
か
ら
の
備
え

と
し
て
、
各
種
防
災
情
報
の
入
手

方
法
、
日
中
の
連
絡
先
、
避
難
所
、

集
合
場
所
、
避
難
経
路
、
非
常
持

ち
出
し
品
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族

全
員
で
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

話
し
合
っ
た
結
果
は
、
一
人
ひ
と
り
実
際
に
メ
モ
に

書
い
て
控
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
▼
避
難
す
る

と
き
に
最
初
に
持
ち
出
す
非
常
食
や
防
災
用
品
な
ど
の

非
常
持
ち
出
し
品
は
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
バ
ッ
グ
に

入
れ
て
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
災
害

が
発
生
し
、
支
援
体
制

が
整
う
ま
で
３
日
程
度

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
３
日
以
上

生
活
で
き
る
よ
う
食
料

や
生
活
用
品
な
ど
の
備

蓄
品
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
ま
と
め
て
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
す
ぐ
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
日
頃
か
ら
準
備･

点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
意
識
す
る
こ
と

戸
別
受
信
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

年
に
１
度
は
電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
▼
村
が
無
償
で

貸
与
し
て
い
る
戸
別
受
信
機
は
、
非
常
時
な
ど
に
防

災
行
政
無
線
放
送
を
聞
く
た
め
の
備
え
と
し
て
、
ま

た
電
池
の
劣
化
に
伴
う
腐
食
を
防
ぐ
た
め
、
年
に
１

度
は
電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う（
単
１
形
ま
た
は
単

２
形
を
２
本
使
用
）。
戸
別
受
信
機
の
電
源
プ
ラ
グ

を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
状
態
で
、
定
時
放
送

な
ど
を
受
信
し
た
後
に
数
分
間
、「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
」

と
警
告
音
が
鳴
り
続
け
た
場
合
も
、
電
池
が
消
耗
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
池
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
併
せ

て
、
戸
別
受
信
機
の
表
面
や
電
源
ケ
ー
ブ
ル
に
付
い

て
い
る
ほ
こ
り
も
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。
※
戸
別
受
信
機
は
、
村
内
在
住

の
方
な
ど
で
希
望
す
る
方
に
無
償
で
貸
与
し
て
い
ま

す
の
で
、
消
防
防
災
課（
役
場
行
政
棟
５
階
）へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
異
常
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

無
償
で
交
換
し
ま
す（
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
破

損
の
場
合
を
除
く
）の
で
、
戸
別
受
信
機
を
持
参
の

上
、
消
防
防
災
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

安
否
確
認
の
連
絡
に
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害

用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
が

稼
働
し
ま
す
。
伝
言
の
録
音･

再

生
時
の
通
話
料
は
掛
か
り
ま
す

が
、
事
前
契
約
な
ど
は
一
切
不

要
で
す
。
家
族
や
友
人
な
ど
が

被
災
し
た
場
合
、
安
否
の
確
認

や
連
絡
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号
▼
☎
１
７
１

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
で
き
る
電
話
▼
固
定
電

話･
公
衆
電
話
な
ど
で
す
。
※
携
帯
電
話･

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
詳
し
く
は
契
約
し
て
い
る

各
携
帯
電
話
事
業
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
▼
い
ざ
と

い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
体

験
し
慣
れ
て
い
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
体
験
利
用
日
時

は
次
の
と
お
り
で
す
。
▽
毎
月
１
日
と
15
日
の
０
時
か

ら
24
時
ま
で
▽
１
月
１
日
の
０
時
か
ら
３
日
の
24
時
ま

で
▽
１
月
15
日
の
９
時
か
ら
21
日
の
17
時
ま
で（
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
）▽
８
月
30
日
の
９
時
か
ら
９
月
５

日
の
17
時
ま
で（
防
災
週
間
）※
災
害
運
用
時
と
同
様
、

伝
言
の
録
音･

再
生
時
の
通
話
料
が
掛
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
消
防
防
災
課（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
５
２
２
）

９
月
は
防
災
月
間
で
す

９
月
は
防
災
月
間
で
す

●　
●　●　●　●　●　●

　
●　●

　●　●　●　

非常持出

救急医薬品

懐中電灯⇒ラジオ
非常食

その他
必要なもの

電話番
号は

１７１です
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子犬や子猫が産まれ

飼いきれなくなってしまいました

●　
●　●　●　●　●　●

　
●　●

　●　●　●　

人と動物が共生する地域社会の実現を目指して
　県では、「動物の愛護及び管理に関する法律」（第４条）で規定する「動物愛護週間」（９月20日～
26日）にちなみ、９月を“動物愛護月間”として拡大し、動物愛護の啓発の強化等を図っています。
この機会に、身近にいる動物との暮らしを見つめ直してみませんか。

■飼い主が引き取りを依頼または飼い主不明による保護で、県で処分した犬や猫
　１年間当たりの犬と猫の処分頭数は、都道府県別で比較（平成22年度までの統計）すると、最近ではワー
スト３位以内が数年続き、犬のみでは、平成17年度から平成22年度まで６年連続ワースト１位となって
います。平成23年度の犬と猫の処分頭数は、犬が3,334頭（前年度比187頭減）、猫が2,792匹（前年度比
188匹減）という状況です。このように、たくさんの命が不幸な最期を遂げている現状を知ってください。

たくさんの命が飼い主の迎えを待っています！
飼い犬や飼い猫が迷子にならないために

飼い主ができることは？

●放し飼いはやめましょう。屋外で飼う犬はロー
プなどでつなぎ、その他
の動物は室内で飼いま
しょう。また、ペットを
連れて外出するときは必
ずリードを付けましょう。

●繁殖の予定がない犬や猫は、不幸な生命を増や
さないためにも、避妊･去勢手術を受けさせましょ
う。発情による逃走も防止することができます。

●必ず迷子札を付けましょう。犬の場合は、東
海村環境政策課（役場行政棟４階）や近隣の動
物病院で交付している「鑑札」と「狂犬病予防
注射済票」が迷子札になります。

近所にいる野良犬や野良猫がかわいそうで

餌を与えています

●野良犬や野良猫に餌を与える行為は、みだり
に繁殖させ、近所に迷惑を掛けるだけでなく、
交通事故や病気、虐待などで死亡する不幸な
犬や猫を増やしてしま
います。自宅で動物を
飼えない環境の場合は、
餌を与えることはやめ
ましょう。

●犬や猫は10年以上生きますが、病気にもな
ります。きちんとしつけなければ他人に迷惑
を掛けることもあります。旅行などの外出が
制限されることも覚悟しなければなりませ
ん。それでも最期まで世話をできるのか真剣
に考えましょう。

●地域情報紙などには、多く
の犬や猫の譲渡情報が掲載
されています。茨城県動物
指導センターでも子犬の譲渡会（不定期）を開
催していますので、新しい家族を迎える方法
の一つとして覚えておいてください。

ペットを新しく家族に迎える方へ

問い合わせ◆環境政策課環境保全担当（☎282-1711 内線1451）、茨城県動物指導センター（☎0296-72-1200）

●速やかに、東海村環境政策課（内線1451）、茨
城県動物指導センター（☎0296-72-1200）、
ひたちなか西警察署（☎272-0110）へ連絡しま
しょう。犬の場合は必ず３日以内に茨城県動物
指導センターへ連絡してください。県内で発
見された飼い主不明の犬が保護されています。

●逃走場所の周辺を探すだけでなく、インター
ネットや地域情報紙などさまざまな情報を集め
ましょう。村と茨城県動物指導センターでは、
ホームページなどに保護情報などを掲載してい
ます。また、ボランティアで保護活動を行って
いる方が、動物病院などに保護情報を掲示して
いる場合もありますので参考にしてください。

飼い犬や飼い猫が迷子になったら

飼い主はどうしたらいいの？

×

責任と愛情をもって接することで救える命があります！

●捨て犬や捨て猫の多くは、新しい飼い主と出
会えずに不幸な最期を遂げています。手放
す前に、地域情報紙などで新しい飼い主を
探しましょう。茨城県動物指導センターの
ホームページ（http://www.pref.ibaraki.jp/
bukyoku/hoken/dobutsu/）では、犬猫の
譲渡バンクを開設していますので、ぜひご活
用ください。

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す
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　予防接種実施規則の改正により、９月からポリオの定期予防接種のワクチンが「生ポ
リオワクチン」から「不活化ポリオワクチン」になりました。また、これに伴い、保健セ
ンターで実施していた集団接種が、医療機関で接種する個別接種に変更となりました。

ポリオ予防接種が９月から変わりました

　村では、生ポリオ予防接種の接種記録を基に、対象となる方に予診票を個別に郵送しています。接種
を受ける際には、必ず母子健康手帳等で接種状況を確認の上、必要な回数を接種してください（転入等
で村に予防接種歴の記録がない場合も郵送していますので接種回数にご注意ください）。なお、転入等
で予診票が届かない場合はお問い合わせください。

問い合わせ▼保健センター（☎282-2797）

接種は医療機関で

予診票を個別に郵送しています

種　　類
【改正前】生ポリオワクチン（経口／口からワクチンを投与する）

【改正後】不活化ポリオワクチン（皮下注射／注射により皮下からワクチンを接種する）

対　　象
接種回数

【改正前】生後３か月から７歳６か月未満までに２回	※投与間隔を41日以上空ける。

【改正後】

生後３か月から７歳６か月未満までに４回 ※標準として、生後３か月から１歳まで
に３回接種（接種間隔は20～56日）し、３回目の１年～１年半経過後に１回追加接種する。

接 種 の
仕　　方

【改正前】

【改正後】

①はじめてワクチンを接種する（今までにポリオの予防接種をしたことがない）

　→合計４回の不活化ポリオワクチン接種が必要です。

②これまでに生ポリオワクチンを１回投与している

　→３回の不活化ポリオワクチン接種が必要です。

③これまでに任意接種で不活化ポリオワクチンを１～３回接種している
　→接種回数が合計４回になるように接種してください。
※国内未認証の不活化ポリオワクチンを接種している場合も、医師の判断と
保護者の同意により不足分を定期接種として受けることができます。スケ
ジュールは医療機関（接種医）や保健センターへ相談してください。

場　　所

【改正前】保健センター

【改正後】
医療機関
▼実施医療機関…いばらき診療所とうかい、茨城東病院、尾形クリニック、久慈こ
どもクリニック、東原クリニック、村立東海病院、武藤小児クリニック（全て予約制）

１回目投与
41日以上

２回目投与

注意！	追加接種は９月現在、国内臨床試験中のため定期予防接種の対象外です。
安全性が確立されるまでは接種せずにお待ちください。追加接種を希望する場合
は任意接種となり、村の予診票では接種できません。

20～ 56日
（3～ 8週）

約１年～
　　１年半

20～ 56日
（3～ 8週）

２回目 ３回目１回目 追　加

27日以上
（４週以上）

20～ 56日
（3～ 8週）

約１年～
　　１年半

追　加２回目 ３回目
１回目
投　与

生ポリオ
ワクチン
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こんにちは！
村立東海病院です

暑い日がまだまだ続きますが、朝夕には秋の気配をすぐそこに感じる季節となってきました。実りの
秋が近づいてきているのでしょう。今回は、当院で取り組んでいる「リハビリ菜園」について紹介します。

　当院では、リハビリ（作業療法）の一環として、野菜作りをしています。
不思議な組み合わせと思われる方も多いと思いますが、“園芸療法”とい
うものもあるほど、野菜作りはリハビリの手段の一つとして注目され
ています。特に、農業を営んでいる方の多い東海村では、より効果的
なリハビリの一つであるといえます。                                                             

　作業療法では、患者さんに日常生活を通して運動してもらうことが多くあります。「リハビリ菜園」も
その一つで、なじみのある野菜作りを通して、心も体も元気を取り戻すことが目的です。ここで、「リ
ハビリ菜園」を愛用している患者さんからの声を紹介します。
・「しびれが強く、細かい作業が嫌だったけれど、不思議と土いじりはできたよ」
・「トイレでは立てなかったけれど、トマトを採るために立ち上がれたんだ」
・「収獲して、料理もできた。腰が痛まずに取り組め、退院に向けて自信がついたね」
　このように、“心が動けば、体も動く”のです。入院中の高齢の患者さん
にとっては、季節を感じたり、昔を思い出したり、人と話したりすること
も大切な精神活動であり、これもリハビリになります。そうした効果を期
待し、下記のような患者さんには、リハビリ菜園をお勧めしています。
●退院後、農作業を再開したい方／もともと農業をされていた方
●体力だけではなく、気持ちが落ち込んでいる方
●楽しみが欲しい方や気分転換がしたい方
　「できないことを強化する」、「できることを生かす」、どちらもリハビリです。後者は忘れがちですが、
楽しく元気を取り戻せることが一番です。今回の記事を通して、リハビリを少しでも身近に感じてもら
えたらうれしく思います。

村立東海病院作業療法士　大
お お う ち

内　康
や す お

雄

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

大好評です！ 「リハビリ菜園」

　今回は、人間ドックのオプション検査、「ピロリ菌検査」を紹介します。
【ピロリ菌検査】　ピロリ菌（ヘリコバクターピロリ）は、胃の強い酸の中でも生きることができる菌で
す。胃潰瘍や十二指腸潰瘍の原因の90パーセント以上を占めているといわれ、胃がんにも大きく関
係していると考えられています。便中のピロリ菌の有無を検査することで、現在ピロリ菌に感染して
いるかが分かります。除菌をすることで、胃のリンパ腫や胃がんの発生が減少するとされています。
費用は3,090円です。ご希望の方は、人間ドックと同時に申し込んでください。
●問い合わせ　村立東海病院健診直通（☎282-2614)

“リハビリ”と“菜園”とは？

五感を生かす作業療法

健診室からのお知らせ
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講座番号･講座名･講座内容 期　　日 時　　間 対象／定員

①絵本の魅力
　絵本には子どもたちの言葉と心を育てる力があります。読み聞

かせのこつとともに、絵本の魅力をさまざまな視点から学んで
いきます。※村立図書館との共催です。

10月10日（水）･18日
（木）･24日（水）、11月
14日（水）･28日（水）

10：00
～12：00

一　般
／ 30人

②庭木の手入れを学びましょう ～入門編～

　庭木の剪
せ ん て い

定に必要な基礎知識（座学･実技）を学びます。
10月13日･27日、11
月10日･24日（全 て 土
曜日）

９：30
～ 11：30

一　般
／ 10人

③パソコン講座 ～楽しいワード初級～
　「ワード2010」を初めて使う方を対象に、同窓会等の案内状の作

成を通して基本操作を習得します。
10月25日（木） ９：30

～15：30
一　般
／６人

④パソコン講座 ～楽しいエクセル初級～
　「エクセル2010」を初めて使う方を対象に、当番表等の作成を

通して基本操作を習得します。
10月26日（金） ９：30

～15：30
一　般
／６人

▼
第
５
期
中
央
公
民
館
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

■
日

程

等 

下
表
参
照

■
対　
　

象 

村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方

■
受

講

料 

無
料

■
そ

の

他 

▼
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。▼
①
は
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み 

講
座
申
込
書（
村
内
公
共
施
設
に
設
置
）を

持
参
す
る
か
、
は
が
き
に
▼
希
望
講
座
番
号（
複
数
可
）

▼
住
所
▼
氏
名（
ふ
り
が
な
）▼
性
別
▼
年
齢
▼
電
話
番

号
▼
①
の
み
保
育
サ
ー
ビ
ス
希
望
の
有
無（
希
望
者
は

子
ど
も
の
名
前（
ふ
り
が
な
）･

性
別･

年
齢
）―
―
を
記

受
講
生
募
集
と
講
座
の
紹
介

ま
な
び
の
と
び
ら

中央公民館講座ナビ　VOL4

問い合わせ　中央公民館（☎282-3329）
入
の
上
、９
月
26
日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
中
央
公
民
館（
〒
３
１
９

‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
第
６
期
講
座
の
募
集
は
広
報
と
う
か
い（
10
月
10
日
号
）の
ま
な
び

の
と
び
ら
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヒップ

　ホップ

 （小学生）

　

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
の

下
、
簡
単
な
ダ
ン
ス
の
動
き
を
学
び
ま
し
た
。

　

ダ
ン
ス
に
は
、
リ
ズ
ム
感
の
育
成･

体
力
増

進
と
い
っ
た
効
果
だ
け
で
な
く
、
集
中
力
や

協
調
性
等
の
精
神
的
な
発
達
や
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
そ
う
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
が
ら
も
、

真
剣
な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▼
夏
休
み
に
開
催
し
た
第
３
期
講
座
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

その⑨ 交通事故等の届け出

　国保で治療を受けるときは、警察に届け出る
とともに保健年金課（役場行政棟１階）に連絡し、
「第三者行為による被害届」を提出してください。
　なお、加害者と示談が成立してしまうと、示
談の内容が優先され、国保から加害者に医療費
を請求できない場合がありますので、示談をす
る前に保健年金課にご相談ください。
■提出時に必要なもの ①国民健康保険被保
険者証（保険証）	②印鑑	③交通事故証明書
■国保で治療を受けられない場合 ①加害者
から既に治療費を受け取っている	②業務
上のけが	③飲酒運転、無免許運転などに
よるとき	④けんかによるとき

交通事故等（第三者行為）の治療を国保で受け

る場合

　交通事故など、第三者の過失によってけが
をした場合、掛かった医療費は、本来加害者
が全額を負担することが原則ですが、国保の
保険証を使って治療を受けることもできま
す。その場合、国保が一時的に立て替えた後、
加害者に請求することになります。

国保だより
保健年金課国保年金担当（☎282-1711	内線1131）
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を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
、不
安
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
れ
た
の
も
高
校
生
会
の
方

が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
し
て
く
れ
た
お

か
げ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、今
回
の
旅
で
み
ん
な
で
決
め
た
目
標
、

“
年
齢
関
係
な
く
活
動
す
る
”こ
と
も
、
小
学
生
た

ち
自
身
か
ら
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
し
て
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
は
、
自
分
か
ら
リ
ー

ダ
ー
を
や
る
と
言
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
や
っ
て

い
け
る
か
と
て
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

大
人
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
、
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
み
ん
な
、
そ
し
て
、

小
学
生
の
子
た
ち
に
支
え
ら
れ
、
と
て
も
良
い
結

果
で
終
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
体
調
不
良
で
ダ

ウ
ン
し
て
し
ま
う
人
は
何
人
か
出
た
も
の
の
、
誰

も
大
き
な
け
が
を
せ
ず
、
最
後
の
日
ま
で
過
ご
せ

た
こ
と
も
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
旅
の
中
で
は
、
あ
い
さ
つ
す
る
場
面
が
多

く
あ
り
、
２
回
の
事
前
研
修
、
出
発
式
、
入
所
式
、

赤
城
青
少
年
交
流
の
家
で
の
朝
の
集
い
、
到
着
式

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
所
で
、
あ
い
さ
つ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦

手
で
、
最
初
に
あ
い
さ
つ
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
と

き
は
、
と
て
も
焦
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
焦

る
こ
と
も
な
く
、
緊
張
も
せ
ず
人
前
で
話
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
旅
で
、
自
分
も
力
を
付
け
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
成
長
で
き
、
一
生
の
思
い
出
に
残
る
旅
に
な

り
ま
し
た
。

中
学
生
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
今
回
の「
自
然
体

験
学
習
の
旅
」を
終
え
て
、
学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
全
て
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

少
し
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
旅
が
始
ま
る
前
の
集

団
面
接
で
自
分
一
人
だ
け
が
制
服
だ
っ
た
こ
と
や
、

焦
り
な
が
ら
団
旗
を
作
成
し
た
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
不
安
に
な
っ
た
の

は
、
小
学
生
と
初
め
て
顔
合
わ
せ
し
た
第
１
回
事
前

研
修
で
す
。静
か
で
話
そ
う
と
し
な
い
子
が
い
れ
ば
、

元
気
過
ぎ
る
子
も
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
第
２
回
事
前

研
修
に
な
る
と
、
話
さ
な
か
っ
た
子
た
ち
は
、
み
ん

な
に
心
を
開
き
、
元
気
過
ぎ
る
子
た
ち
は
、
そ
の
場

悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

　

近
年
、
悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐

欺
に
よ
る
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

特
に
振
り
込
め
詐
欺
は
、
平
成
23
年

度
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
県
内
の
被

害
総
額
が
約
１
億
５
９
０
０
万
円
に

も
上
っ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
は
、
言
葉
巧
み
に
商
品
を

買
わ
せ
た
り
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
も

多
く
、
最
近
で
は
年
金
支
給
日
を
狙
っ
た
詐
欺
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

で
は
、
９
月
を「
高
齢
者
向
け
悪
質
商
法･

振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」と
定
め
、
関
係
機
関
と
共

同
で
高
齢
者
の
悪
質
商
法･

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
の
た

め
、
特
に
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

無
料
点
検
で
来
訪
し
た
は
ず
の
業
者
に
あ
お
ら
れ
、
必

要
の
な
い
高
額
工
事
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
、
無
料
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
目
当
て
に
行
っ
た
会
場
で
不
要
な
高
額
商
品

を
買
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
他
に
も
、「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」、

「
還
付
金
詐
欺
」等
々
…
。
い
つ
自
分
や
身
の
周
り
の
人
が

そ
の
よ
う
な
事
件
の
被
害
者
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
不
安
な
こ
と
は
必
ず
確

認･

相
談
を
す
る
こ
と
、
不
要
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
も
し
不
当
な
契
約
で
あ
れ
ば
、「
特
定
商
取

引
に
関
す
る
法
律
」（
特
商
法
）に
基
づ
き
、
契
約
解
除
も
可
能

で
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
消
費
に
関
す
る
困
り
ご
と
は
、
お
気
軽
に
東

海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ	

東
海
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
村
民
相
談

室
内	

☎
287
局
０
８
５
８
）

知っとく情報

村民
相談室

信発 ち
ゆ

ー

今どきの

青少年
ＶＯＬ .  １３６

エッセー頑張る

自然体験学習での自分の成長。
そして･･･
東海中学校２年 石神内宿 岩

い わ ね

根　圭
け い じ ゅ

樹
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●
認
知
症
高
齢
者
支
援
へ
の
取
り
組
み

　

な
ご
み
で
は
、
認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
次
の
支
援
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

相
談
支
援･･･

認
知
症
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成･･･

認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援

者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
※「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」は
、１
回
当
た
り
約
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
れ
ば
、ご
希
望
に
応
じ
て
開
催
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
所
」
の
登
録･･･

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
が
い
る
村
内
の
店
舗･

事
業
所（「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
所
」）を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

「
あ
ん
し
ん･

お
か
え
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」･･･

高
齢
者
の

行
方
不
明
等
の
緊
急
時
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
者

（
ほ
っ
と
メ
イ
ト
）へ
行
方
不
明
者
の
情
報
を
メ
ー
ル

配
信
し
、
早
期
発
見･

保
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援･･･

成
年
後
見
制
度
の
利
用

や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
内 

☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５ 

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
282
局

３
５
３
８)

国
民
年
金

だ 
よ 
り

保
険
料
の
後
納
制

度
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
２
年
を
過
ぎ
る
と

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
平
成

27
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
10
年
以
内
に

納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を“
後
納
制
度
”と
い
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
年
金
の
受
給
額
を

増
や
し
た
り
、
年
金
受
給
の
た
め
の
資
格
期
間（
25
年
）

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
方
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
過
去
10
年
以
内
に
納

め
忘
れ
の
期
間
や
未
加
入
期
間
の
あ
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
①
の
期
間
の
ほ
か
、

任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
年
金
の
受
給
資
格
が
な
く
、
任
意

加
入
を
し
て
い
る
方

※
既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
後
納

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
を
希
望
す
る
方
や
自
分
の
年
金

記
録
を
確
認
し
た
い
方
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
類
等
を
用
意
の
上
、
ね
ん

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
水
戸
北
年
金
事
務

所
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５

‐
１
１
６
５
）、
水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局

２
２
８
３
）

　

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
認
知
症
の
方
へ
の

支
援
施
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
今
月
は「
茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月
間
」で
す

　

県
で
は
、「
老
人
の
日
」（
９
月
15
日
）や「
世
界
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」（
９
月
21
日
）、「
老
人
週
間
」（
９
月

15
日
～
21
日
）を
含
む
９
月
を「
茨
城
県
認
知
症
を
知
る

月
間
」と
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
や
予
防
へ
の
取
り

組
み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
各
地
で
も
、

各
種
広
報
啓
発
活
動
等
が
実
施
さ
れ
、
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
を
地
域
で
支
え
合
う
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」と
は
？

　

１
９
９
４
年
９
月
21
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
で「
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
」の
第

10
回
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
」は
、
世
界
保
健
機

関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
後
援
を
受
け
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

等
に
関
す
る
認
識
を
高
め
、
世
界
の
患
者
と
そ
の
家
族

に
援
助
と
希
望
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の

日
を「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
世
界
の
70
以
上
の
国
と
地
域
で
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
も
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
の
普
及
を

目
的
に
、「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」に
合
わ
せ
て

村
内
各
地
で
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル

51

み
ん
な
で
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
を
深

め
よ
う
！
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【
俳　

句
】

ほ
お
ず
き
の
籠
娘
よ
り
と
ゞ
け
ら
る

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

紫
陽
花
の
そ
ば
で
見
守
る
道ど

う
そ
じ
ん

祖
神

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

が
ま
が
え
る
今こ

よ
い宵
は
い
か
な
御
予
定
で

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

梔く
ち
な
し子
の
部
屋
中
香
る
宵
の
酒

東　

海　

佐
藤　

と
よ

風
通
る
仏
間
明
る
し
稲
穂
照
り

村　

松　

松
本　

正
勝

３月20日（日）～ 26日（土）

妻
に
耳
貸
せ
ぬ
刻
あ
り
夕
薄
暑

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

こ
の
雨
で
俺
の
溜
息
一
休
み

南　

台　

根
本
内
俊
男

吾わ
れ
も
こ
う

亦
紅
精
一
杯
の
色
に
な
り

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

雨
滴
つ
く
鋏
を
盆
の
瓜
な
す
び

豊　

白　

小
林　

久
男

旱
天
に
土
埃
た
て
蕎
麦
を
蒔
く

船　

場　

畑　
　

耕
太

　
　
【
短　

歌
】　　

こ
と
あ
ら
ば
保
身
の
言
い
訳
す
る
教
師
尊

き
い
の
ち
と
わ
に
戻
ら
ず

村　

松　

高
橋　

正
弘

湯
上
り
の
軽
き
心
に
こ
こ
ち
よ
し
コ
ッ
プ

に
そ
そ
ぐ
ビ
ー
ル
の
音
よ

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

倒
れ
て
も
姿
良
き
花
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
五
輪

選
手
の
勇
姿
に
も
似
て

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

夜
の
庭
涼
し
く
風
の
吹
き
な
が
ら
新
秋
と

お
も
い
虫
の
声
聞
く舟

石
川　

小
川
志
つ
江

真
向
ひ
の
山
の
裾
野
に
咲
き
満
つ
る
つ
つ

じ
の
花
び
ら
青
田
に
散
れ
る

村　

松　

桜
井　

秀
子

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
先
陣
き
っ
て
な
で
し
こ
が

白
星
発
進
後
に
つ
づ
け
と

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

そ
も
そ
も
は
繁
み
に
自
生
す
エ
ビ
ネ
蘭
す

だ
れ
の
中
に
新
芽
の
見
ゆ
る

内　

宿　

村
上　

文
江

夏
野
菜
育
て
し
人
に
よ
く
ぞ
似
て
玉
葱
や

茄
子
の
形
さ
ま
ざ
ま外　

宿　

小
林
美
代
子

庭
先
へ
山
よ
り
移
せ
る
白
百
合
の
風
に
ゆ

れ
つ
つ
い
く
つ
咲
き
お
り

船　

場　

舛
井
庫
之
助

山
あ
い
の
棚
田
に
映
ゆ
る
夕
焼
け
は
黄
金
に

染
め
て
幻
め
き
ぬ  

須
和
間　

柴
山　

靖
子

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎１･２階）
■問い合わせ 東海駅コミュニティ施設管理室（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

９月30日（日) ～ 10月６日(土)

村内在住者が中心に学
ぶ「画塾プラネット」。絵
画制作の勉強を始めて10
年目に入った塾生による
展覧会です。油彩･水彩
等約25点を展示します。ぜひご覧ください。

プラネット絵画展
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館

９月16日(日) ～ 22日(土･祝)

第３回あさぎ色の会展

普段は別々の会に所属す
る20人が、月１回集まり、絵
画の基本である人物画を学
んでいます。各自の自由な
技法･表現で制作した油彩･
水彩･日本画･パステル画等約40点を展示します。

開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館

10月７日（日) ～ 13日(土)

スタジ オ･アウローラ（水 戸 市）
の作品展。磁器人形は、液状磁土
を染み込ませたレース生地を高温
焼成したもので、一見レースのよ
うに柔らく見える衣装もボディー
も、繊細な焼き物でできています。

磁器レースドール展
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は正午閉館

９月23日(日) ～ 29日(土)

四季折々の花姿を撮影した約30
人による作品展です。

身近に咲く花、自然の中に咲く
花など、それぞれが楽しみながら
撮影したものです。ぜひご覧くだ
さい。

第25回「花の会茨城」写真展
開館時間：午前10時～午後６時 ※最終日は午後３時閉館

【ギャラリーA（２階）】
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お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号	☎ 282-1711（代表）

ししし んんんーーーめめめ

平成 24 年８月１日現在（前月比）
世帯数 14,554 世帯 （－１）
総人口 37,776 人　 （－ 15）

●人口と世帯数●

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、児童手
当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●窓口業務時間延長●

●９月の休日診療●

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

16日（日）東海クリニック 283-1711
17日（月）石井整形外科クリニック 270-5141
22日（土）東原クリニック 283-2301
23日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
30日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎ 0120-42-4848）

納期限 10月１日（月）

納付
種別

国民健康保険税（第３期分）
後期高齢者医療保険料（第３期分）
里川堰土地改良区費（第３期分）

●９月の納付●

暮
ら
し

　

４
月
に「
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
」に
申
し
込
み
を
し
た
方

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
審
査
し
ま

す
の
で
、
実
施
報
告
書
等
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
出
期
限
▼
９
月
28
日（
金
）

そ
の
他
▼
提
出
さ
れ
た
実
施
報
告
書
等
を

審
査
し
、
優
秀
な
取
り
組
み
を
し
た
方

に
は
豪
華
賞
品
を
贈
り
ま
す（
実
施
報

告
書
等
を
提
出
し
た
方
に
は
環
境
グ
ッ

ズ
を
贈
呈
）。

・

ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
育
て
て
で
き
た

“
緑
の
カ
ー
テ
ン
”の
写
真（
２
枚
程
度
）

と
実
施
報
告
書
を
、
持
参･

郵
送･

電

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
」に
申
し
込
み
を
し
た
方
へ

農
振
除
外
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

農
業
振
興
地
域
内
に
お
け
る
農
用
地
を

農
業
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
、
農

用
地
区
域
除
外
申
請（
農
振
除
外
）の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・

10
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）

ま
で（
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に

必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
経
済
課
農

　

法
務
局
で
は
、登
記
、供
託
、戸
籍･

国
籍
、

人
権
擁
護
な
ど
の
取
り
扱
い
業
務
全
般
に

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土

地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
お
よ
び
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
る「
全
国
一
斉
！
法

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」

を
開
設

風
評
被
害
に
よ
る
干
し
い
も
の
損
害

賠
償
請
求
窓
口
を
開
設

　

村
で
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
う
、
干
し
い
も
の
損
害

賠
償
請
求
に
関
す
る
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

期
間
▼
①
９
月
19
日（
水
）
～
21
日（
金
）

②
10
月
３
日（
水
）
～
５
日（
金
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内
）

対
象
▼
▽
村
内
で
干
し
い
も
を
生
産
し
、

出
荷･

販
売
を
し
て
い
る
▽
風
評
被
害
に

よ
り
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
以
前
と
比
べ
収
入
が
減
少

し
た
―
―
を
満
た
す
方	

※
請
求
対
象

期
間
は
、
平
成
23
年
12
月
１
日
か
ら
平

成
24
年
５
月
31
日
ま
で
の
も
の
で
す
。

持
参
す
る
も
の
▼
①
伝
票
等（
販
売
単
価
、

販
売
数
量
、
販
売
先
の
確
認
で
き
る
も

の
）	

②
農
地
位
置
図	

③
平
成
22
年
分
青

色
申
告
決
算
書（
一
般
用
）ま
た
は
平
成

22
年
分
収
支
内
訳
書（
一
般
用
）の
写
し

経
済
課
農
業
振
興
担
当（
内
線
１
４
３
６
）

業
振
興
担
当（
役
場
行
政
棟
４
階	

内
線

１
４
３
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
環

境
政
策
課
環
境
計
画
推
進
担
当（
役
場

行
政
棟
４
階	

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２	

東
海
３
‐
７
‐
１	

内
線
１
４
５
４	

kankyou@
vill.tokai.ibaraki.jp

）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
※
▽
実
施
報
告
書

は
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
▽
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
す
る
場
合
は
、
１
回
の
デ
ー
タ

容
量
を
３
メ
ガ
バ
イ
ト
以
下
で
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。
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福
祉

健
康･

医
療

住
民
検
診
を
実
施
し
ま
す

　

村
で
は
、住
民
検
診（
結
核･

肺
が
ん
検
診
、

大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
ウ
イ

ル
ス
肝
炎
検
査
、特
定
健
診
、高
齢
者
健
診
、

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等
）を
行
い
ま
す
。

日
程
等
▼

受
付
時
間
▼
午
前
の
部
…
午
前
９
時
30
分

～
11
時	

午
後
の
部
…
午
後
１
時
30
分

～
３
時

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
６
月
と
７
月
に
実
施
し
た「
総

期　

日

場　
　

所

10
月
17
日（
水
）中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
18
日（
木
）石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
19
日（
金
）舟
石
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
23
日（
火
）保
健
セ
ン
タ
ー

10
月
24
日（
水
）村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
25
日（
木
）真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
26
日（
金
）白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
月
27
日（
土
）保
健
セ
ン
タ
ー

「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」を
開
催

　

運
動
の
専
門
家
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

指
導
を
受
け
、
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド

を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
10
月
15
日（
月
）	

午
後
１
時
30
分

～
４
時（
雨
天
決
行
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

定
員
▼
先
着
60
人
程
度

内
容
▼
歩
き
方
の
指
導
、
準
備
体
操
、
整

理
体
操
、
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
を

利
用
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
実
践
な
ど

講
師
▼
田
中
喜
代
次
さ
ん（
筑
波
大
学
大

務
局
休
日
相
談
所
」を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
日
▼
９
月
23
日（
日
）

受
付
時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
水
戸
地
方
法
務
局（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
１
‐
４
２	
駿
優
教
育
会
館
７
階
）

相
談
内
容
▼
土
地
の
境
界
争
い
、
相
続･

贈
与･

売
買
な
ど
の
登
記
手
続
き
、
抵
当

権
の
抹
消
手
続
き
、
地
代
家
賃
の
供
託

手
続
き
、
戸
籍
の
届
け
出
方
法
、
成
年

後
見
制
度
、
夫
婦･

親
子
な
ど
家
庭
内
の

問
題
、近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、セ
ク
ハ
ラ
、

子
ど
も
の
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
問
題
な
ど

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課（
☎
227
局

９
９
１
１
）

学
院
教
授
）

参
加
費
▼
無
料	

※
参
加
賞
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・

10
月
５
日（
金
）ま
で
に
、
茨
城
県

立
健
康
プ
ラ
ザ（
☎
243
局
４
２
１
６
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

合
検
診
」で
受
診
し
た
検
診
項
目
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

・

今
年
１
月
の「
が
ん
検
診
等
申
込

書
」で
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
や

最
近
転
入
し
た
方
で
、
受
診
を
希
望

す
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
厚
生
労
働
省
茨
城
労

働
局
、
茨
城
県
の
三
者
は
、
多
く
の
障
が

い
者
の
職
業
的
自
立
を
援
助
す
る
た
め
、

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
９
月
20
日（
木
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
▼
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸（
水

戸
市
宮
町
１
‐
６
‐
１
）

参
加
費
▼
無
料

・

参
加
を
希
望
す
る
求
職
者
と
求
人

事
業
者
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸（
☎
231

局
６
２
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
」を
開
催

「
障
害
者
就
職
面
接
会
」を
開
催

　

家
族
に
心
の
病
気
を
持
つ
方
が
い
る
村

内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
意
見
交
換
や
日

頃
の
生
活
で
抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
の
相

精
神
保
健
福
祉
の
た
め
の

「
家
族
交
流
会
」を
開
催

　

人
に
は
皆
人
権
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
個
人
と
し
て
人
権
を
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
依
然
と
し
て
高
齢
者･

障
が
い
者
に
対

す
る
人
権
侵
害
が
発
生
し
て
お
り
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
戸
地

方
法
務
局
と
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
高
齢
者･

障
が
い
者
に
対
す
る

暴
行･

虐
待
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て
、
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す（
強
化
週
間
で
は
相
談
時
間
を
延

長
）。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
間
▼
９
月
10
日（
月
）
～
16
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
土･

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

※
強
化
週
間
以
外
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
電
話
番
号
▼
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐

１
１
０（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
員
▼
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
☎
227

局
９
９
１
９
）

９
月
10
日
～
16
日
は
全
国
一
斉「
高
齢
者･

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

談
を
行
う「
家
族
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
９
月
21
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

対
象
▼
村
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方
ま
た

は
東
海
村
写
真
連
盟
加
盟
者（
１
人
３

点
以
内
）

テ
ー
マ
▼
自
由（
既
発
表
作
品
で
も
可
。

た
だ
し
他
の
公
募
展
等
で
の
入
賞･

入

子
育
て

期
日
▼
９
月
28
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日（
全
７
回
）※
10
月
26
日
、

11
月
２
日･

23
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
体
育
館

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を

含
む
）ま
た
は
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

会
員
で
18
歳
以
上
の
方（
先
着
20
人
）

内
容
▼
ス
モ
ー
ル
ボ
ー
ル
を
使
い
、
体
幹
の
引

き
締
め
と
関
節
の
可
動
域
を
広
げ
ま
す
。

講
師
▼
皆
神
美
由
紀
さ
ん（
Ｊ
Ｓ
Ｒ
コ
ン

「
ボ
デ
ィ
ケ
ア
教
室
」を
開
催

募 集

「
東
海
村
文
化
祭
２
０
１
２
」

“
写
真
部
門
”展
示
作
品
募
集

「
母
と
子
の
サ
ロ
ン（
後
期
）」を
開
催

　
「
母
と
子
の
サ
ロ
ン
」は
、
初
め
て
育
児

を
す
る
お
母
さ
ん
た
ち
に
、

お
互
い
を
支
え
合
う
仲
間
を

つ
く
り
な
が
ら
、
育
児
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
や
相
談
を

す
る
た
め
の
場
を
提
供
す
る

選
作
品
は
不
可
）

サ
イ
ズ
等
▼
半
切
以
上
の
単
写
真
ま
た
は

組
写
真（
４
枚
以
内
）で
装
丁
済
み
で
あ

る
こ
と	

※
装
丁
後
の
サ
イ
ズ
は
90
㎝

×
90
㎝
以
内
と
し
ま
す
。

選
考
方
法
▼
10
月
14
日（
日
）午
後
１
時
か

ら
中
央
公
民
館
で
公
開
審
査
を
実
施
し

ま
す
。

審
査
員
▼
室
伏
勇
さ
ん（
財
団
法
人
日
本

写
真
家
協
会
会
員
）

費
用
▼
５
０
０
円
／
人

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー･

中
央
公

民
館･

村
内
写
真
店
等
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
作
品

と
費
用
を
持
参
の
上
、
10
月
14
日（
日
）

の
午
前
10
時
～
11
時
30
分
に
、
中
央
公

民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

渡
邊
二
男
さ
ん（
東
海
村
写
真
連
盟
事

務
局	

☎
282
局
７
５
０
５
）

募 集

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
サ
ー
ク
ル
」

会
員
募
集

　

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
通
し
て
子
ど
も
同

士
の
ふ
れ
あ
い
と
保
護
者
同
士
の
交
流
を

深
め
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
10
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
～
金
曜
日
の
各
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
45
分
～
正
午

場
所
▼
お
お
ぞ
ら
保
育
園

対
象
▼
▽
火
曜
日
ま
た
は
木
曜
日
…
１
歳

児（
平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）と
そ
の
保
護
者	

▽

水
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
…
２
歳
児（
平

成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）と
そ
の
保
護
者

定
員
▼
各
曜
日
先
着
50
組

会
費
▼
無
料

・

１
歳
児
の
火
曜
日
希
望
の
方
は

９
月
25
日（
火
）、
木
曜
日
希
望
の
方

は
９
月
27
日（
木
）、
２
歳
児
の
水
曜

日
希
望
の
方
は
９
月
26
日（
水
）、
金

曜
日
希
望
の
方
は
９
月
28
日（
金
）

の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時
～
正
午
に
、	

お
お
ぞ
ら
保
育
園（
☎
287
局
３
５
３
５
）

に
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。
※
定

員
に
な
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

も
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と

共
に
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

リ
ト
ミ
ッ
ク
で
楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
交

流
し
ま
せ
ん
か
。

期
日
▼
10
月
26
日（
金
）、
11
月
２
日（
金
）

･

10
日（
土
）･

16
日（
金
）･

30
日（
金
）（
全

５
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

場
所
▼
中
央
公
民
館
ほ
か

対
象
▼
村
内
在
住
の
０
歳
児（
平
成
24
年

１
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
第
１
子
）と
そ
の
母
親

定
員
▼
16
組	

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

・

は
が
き
に
▽｢

母
と
子
の
サ
ロ
ン

参
加
希
望
」▽
郵
便
番
号･

住
所
▽
母
親

と
子
ど
も
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）▽
子

ど
も
の
生
年
月
日･

性
別
▽
電
話
番
号

―
―
を
記
入
の
上
、
９
月
25
日（
火
）

（
必
着
）ま
で
に
、
青
少
年
育
成
東
海
村

民
会
議
事
務
局（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内	

〒
３
１
９
‐
１
１
１
５	
船
場
７
６
８	

☎
282
局
７
０
４
９
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
は
が
き
は
１
人
１
枚
の
み
有

効
で
す
。

「
母
子
家
庭
親
子
日
帰
り
研
修
会
」を
実
施

期
日
▼
10
月
21
日（
日
）

時
間
▼
午
前
８
時
～
午
後
７
時（
予
定
）

場
所
▼
那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク（
栃
木
県
）

対
象
▼
村
内
在
住
で
母
子
家
庭
の
親
子

定
員
▼
35
人	

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
世
帯（
入
園
料

等
）※
園
内
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
利
用

料
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
移
動
に
は
、
村
所
有
の
中
型

バ
ス
を
使
用
し
ま
す
。
▽
当
日
は
、
指
定

す
る
時
間
ま
で
に
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

裏
の
駐
車
場
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

・

９
月
28
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）に
、
社
会
福
祉
課

子
ど
も
家
庭
担
当（
内
線
１
１
８
５
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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村
で
は
、
原
子
力
と
ま
ち
づ
く
り
の
総

合
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
現
在
、

村
が
策
定
を
進
め
て
い
る「
原
子
力
セ
ン

「
東
海
村
と
原
子
力
の
未
来
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
」を
開
催

「
就
業
構
造
基
本
調
査
」を
実
施

　

10
月
１
日
現
在
で
実
施
す
る「
就
業
構

造
基
本
調
査
」（
全
国
か
ら
約
47
万
世
帯
を

抽
出
）は
、
わ
が
国
に
お
け
る
就
業･

不
就

業
の
実
態
を
調
査
し
、
各
種
雇
用
政
策
、

少
子･
高
齢
化
対
策
な
ど
に
必
要
な
情
報

を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
村
内
で
は
、
約

１
０
５
世
帯
を
調
査
対
象
と
し
て
抽
出

し
、協
力
依
頼
の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

９
月
下
旬
か
ら
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯

に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

期
間
▼
10
月
16
日（
火
）か
ら
19
日（
金
）ま
で

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
中
央
公
民
館（
講
習
）、
総
合
体
育

館（
実
習
）

対
象
▼
▽
村
内
在
住（
近
隣
の
市
町
在
住

も
可
）の
就
職
を
希
望
す
る
55
歳
以
上

▽
公
共
職
業
安
定
所
発
行
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
▽
全
日

程
参
加
で
き
る
―
―
を
満
た
す
方

定
員
▼
30
人（
書
類
選
考
あ
り
）

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
の
取
得

方
法
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

９
月
13
日（
木
）か
ら
10
月
３
日

（
水
）ま
で（
土･

日
曜
日
を
除
く
）の
午

前
９
時
～
午
後
４
時
に
、
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持

参
の
上
、
東
海
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
☎
282
局
３
４
４
６
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

「
刈
払
機･

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
技
能

講
習
会
」を
開
催

　

親
子
で
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
30
日（
日
）

時
間
▼
午
前
７
時
～
８
時
30
分

場
所
▼
村
松
山
虚
空
蔵
堂

対
象
▼
村
内
在
住
の
親
子

参
加
費
▼
２
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・

９
月
22
日（
土･

祝
）ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
住
所･

親

子
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）･

電
話
番
号
を

明
記
）で
、
鈴
木
綾
子
さ
ん（
東
海
村

更
生
保
護
女
性
会
会
長	
☎･

282
局

１
４
４
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親
子
で
座
禅
と
抹
茶
の
会
を
開

催
し
ま
す

　

テ
レ
ビ
番
組「
笑

点
」で
お
な
じ
み
の
人

気
落
語
家“
６
代
目

三
遊
亭
円
楽
”と
女
流

落
語
家
と
し
て
活
躍

す
る“
林
家
き
く
姫
”、

そ
し
て
も
の
ま
ね
を

取
り
入
れ
た
落
語
を

展
開
す
る“
三
遊
亭
愛

楽
”の
３
人
に
よ
る
落

語
名
人
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
▼
12
月
２
日（
日
）	

午
後
３
時
開
演

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
２
５
０
０
円
／
人（
全
席
指
定
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他
▼
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０
円

／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
11
月
25
日

（
日
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

９
月
15
日（
土
）の
午
前
９
時
か

ら
、
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

「
三
遊
亭
円
楽
＆
林
家
き
く
姫
＆

三
遊
亭
愛
楽
落
語
名
人
会
」を
開
催三遊亭円楽三遊亭愛楽 林家きく姫

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
茨
城

県
知
事
が
発
行
し
た
調
査
員
証
を
携
帯
し

て
い
ま
す
。

主
な
調
査
項
目
▼
就
業
者
…
仕
事
の
内

容
、
勤
め
先
の
事
業
内
容
、
年
間
収
入
、

就
業
日
数
等	

不
就
業
者
…
就
業
希
望

の
有
無
お
よ
び
そ
の
理
由
、
希
望
す
る

仕
事
の
形
態
、
求
職
期
間
等

政
策
推
進
課
企
画
調
整
担
当（
内
線

１
３
３
５
）

タ
ー
構
想（
仮
称
）」の
紹
介
や
、
地
域
が
変

わ
っ
て
い
く
た
め
の
視
点
な
ど
を
話
題
に

盛
り
込
ん
だ
講
演
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
に

基
づ
く
村
民
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
９
月
30
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
～
５
時

場
所
▼
リ
コ
ッ
テ
ィ

内
容
▼
第
１
部	

「
原
子
力
セ
ン
タ
ー
構
想

（
仮
称
）」の
紹
介（
前
田
豊･

東
海
村
理

事
）	

第
２
部	

①
地
域
社
会
学
の
視
点
か

ら
の
講
演	

②
村
民
を
交
え
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン	

テ
ー
マ
…「
東
海
村

の
明
日
を
考
え
る
」	

進
行
役
…
開
沼
博

さ
ん（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在

籍
）※
最
後
に
東
海
村
長
が
全
体
を
通
し

た
コ
メ
ン
ト
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
国
際
化
推
進
課（
内
線

１
３
４
１
）

８
５
１
１
）窓
口
で
入
場
券
を
発
売
し

ま
す
。
残
券
が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
同

日
午
後
１
時
か
ら
電
話
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

参
加
費
▼
一
般
…
７
０
０
０
円
／
人	

会

員
…
３
５
０
０
円
／
人

９
月
13
日（
木
）か
ら
21
日（
金
）ま
で

（
９
月
18
日（
火
）を
除
く
）の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
総

合
体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局（
総
合

体
育
館
内	

☎
283
局
１
０
０
１
）
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結
婚
７
年
目
。
私
た
ち
夫
婦
の
下
に

長
女･

結ゆ

い

は羽
が
誕
生
し
た
の
は
平
成
19
年

７
月
の
こ
と
で
し
た
。
あ
の
時
の
感
動

は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
た

経
験
か
ら
、
育
児
に
関
わ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
わ
が
子
の
育
児
に
は

24
時
間
休
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。
結
羽
が

生
ま
れ
る
前
、“
お
っ
ぱ
い
は
ち
ゃ
ん
と

飲
ん
で
く
れ
る
か
な
？	

夜
は
何
回
起
き

る
の
だ
ろ
う
？
”と
不
安
に
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
私
の
不
安
は
す
ぐ
に

な
く
な
り
ま
し
た
。
結
羽
は
よ
く
お
っ

ぱ
い
を
飲
み
、
眠
く
な
る
と
指
し
ゃ
ぶ

り
を
し
て
１
人
で
ス
ヤ
ス
ヤ
眠
っ
て
く

れ
る
手
の
か
か
ら
な
い
子
で
し
た
。

大
き
く
悩
む
こ
と
な
く
、
順
調
に
育
っ

て
く
れ
た
結
羽
も
昨
年
２
月
に
心こ

こ

な愛
が

生
ま
れ
た
後
、
大
変
だ
っ
た
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
妹
の
誕
生
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
結
羽
で
し
た
が
、
い
ざ
生
ま
れ
て

み
る
と
複
雑
な
気
持
ち
が
芽
生
え
た
の

か
、
心
愛
に
手
を
出
す
こ
と
は
な
い
も

の
の
、
私
に
対
し
て
反
抗
的
な
態
度
を

と
っ
た
り
、
反
抗
的
な
言
葉
を
言
っ
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
思
え

ば
も
っ
と
自
分
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
褒
め

て
も
お
だ
て
て
も
、
き
つ
く
叱
っ
て
も
ダ

メ
で
、
余
裕
が
な
く
な
っ
た
私
は
ど
う

し
て
い
い
か
分
か
ら
ず
、
結
羽
の
前
で
泣

い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
そ
の
頃
か
ら
結
羽
は
メ
キ
メ
キ
と

お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
、
結
羽
は
５
歳
、
妹
の
面
倒
を

よ
く
見
て
く
れ
る
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん

に
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
心
愛
は
１

歳
７
か
月
、
や
ん
ち
ゃ
盛
り
で
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で

何
で
も
ま
ね
す
る
姿
は
思
わ
ず
笑
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

私
が
こ
う
し
て
子
育
て
を
し
て
い
ら

れ
る
の
は
、
仕
事
が
忙
し
く
子
ど
も
た

ち
と
関
わ
る
時
間
が
あ
ま
り
な
い
主
人

に
代
わ
っ
て
、
毎
日
子
ど
も
た
ち
の
面

倒
を
見
て
く
れ
る
夫
の
両
親
、
私
が
実

家
に
帰
っ
た
と
き
、
休
養
が
と
れ
る
よ

う
に
と
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
て
く
れ
る
私

の
両
親
、
そ
し
て
村
の
充
実
し
た
育
児

支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

同
じ
年
頃
の
子
ど
も
を
持
つ
友
達
の
存

在
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
の
育
児
は
ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
子
ど
も
た
ち
と
共
に
私
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

柴し

ば

た田
千ち

せ

こ

勢
子

〈東海村公式ホームページ〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

夢は…。“気象予報士”
石神小学校６年●宮

み や も と

本麻
ま い

衣
　私の将来の夢は気象予報士になることです。
　私は、毎朝天気予報を見ていて、天気はどのように
して分かるのか気になって調べてみました。すると、
気象予報士がデータなどから予想していることを知り
ました。天気予報はいろいろな人が必要としていると
思います。天気予報がなければ、天気の変化や、毎日
の気温の変化に対応できなくなってしまいます。
　私は、みんなの役に立つ仕事がしたいと考えていた
ので、気象予報士になりたいと思いました。気象予報
士はどのようにしてなるのかお母さんに聞いてみる
と、とても難しい試験があることを教えてくれました。

「きっとたくさん勉強しないといけないんだ、気象予
報士になるのは大変だな」と思いました。でも、人の
役に立つ素晴らしい仕事なので、気象予報士になりた
いと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-138

ちびっこ
美術館

“ちょうちん”
　ちょうちんを作ってくれたのは乃彩
ちゃん（５歳）。散歩や鬼ごっこ、掃除な
ど、保育所での様子が描かれています。
中でも、うれしそうに話してくれたのは、
掃除をしている絵――自分で縫った雑
巾でピカピカにしているそうです。

ちゃん
● 小

お ば た

幡乃
の あ

彩
舟石川
保育所


